
大分県電子自治体推進室
企画管理班  主幹（総括）

上田 慎介さん
うえ だ  しん すけ

2001年大分県庁に入庁。
工業振興課、商工労働企画課
等の産業振興部門等を経て
2022年から現職。

大分県電子自治体推進室
企画管理班  主任

秦 拓真さん
しん   たく ま

2015年大分県庁に入庁。
ラグビーワールドカップ2019
推進課、土木建築企画課等を
経て2022年から現職。

現場発 職員DX 大分県の取り組み

通信行政 通信行政

秦：大分県のDX人材育成は、それぞれの所属の中核となる「DX推

進リーダー」を3年間で集中的に育てる計画です。ゆくゆくは、デジ

タルの知識を身につけたリーダーたちが各部署で中心となり、DX

推進体制をさらに実効性のある形にすることをめざしています。

具体的には、DX推進リーダーのスキル習得支援として、「施策形成

コース」と「業務改善コース」2つのコースを設け、集合研修と

Udemyを活用したオンライン研修を実施しています。2023年度は

「施策形成コース」に30名、「業務改善コース」に120名の計150名、

主に35歳くらいまでの若手職員を中心としたメンバーを募りました。

上田：「施策形成コース」では政策検討から予算要求・事業実現

までできる人材になることが最終目標です。県民目線の施策形成

を行うためにデザイン思考を学んだ上で、さらにそれを活用する

スキルとしてデジタルツールの使い方も学びます。「業務改善コー

ス」は、日常業務や県民の皆さんが利用する行政サービスについ

て、継続した改善を重ねる人材を育成します。庁内では近年、ノー

コードで業務アプリを構築できるクラウドサービスを使い、業務

効率化を行っています。今後も様々なデジタルツールで業務効率

化が進むことを期待します。

秦：DX推進リーダーとなる職員は、研修の実施に加えて、現場に

おける業務改善の実践も期待することから、他の職員に比べて

業務量が増える点が懸念事項でした。そこで、少しでもモチベー

ション高く研修に取り組んでもらう方法として、人事課と連携し

た業績評価への反映、職級が上がる際の単位として今回の研修

が認定される制度を設計しました。

この制度が研修を受講するインセンティブとして周知・定着する

よう、今後もさらに庁内への広報活動や制度のブラッシュアップ

をしたいと考えています。

大分県独自の「2つのコース」で若手職員を中心に150名を育成

自治体業務をデジタルで変革する「大分県DX推進戦略」

大分県では、県民目線に立った施策形成や庁内業務の改善をめざし、Udemy Business（以下、Udemy）を活用したDX人材育成を

実施しています。2023年12月に総務省から発表された「人材育成・確保基本方針策定指針」で触れられている、「人事との連動」

や「県内市町村の支援」にもいち早く取り組んでいます。取り組みの狙いや大分県ならではの工夫、今後の展望について伺いました。

「DX研修を人事評価に反映」でデジタル人材の育成 を後押し
大分県の行政DXがめざす姿

秦：大分県で庁内のDX人材育成を開始した背景

には、2022年3月に策定した「大分県DX推進戦略」

があります。この中で、DX戦略の4つの柱を掲げ

ています。

中でも「行政のDX」では、コロナ禍をきっ

かけに行政のデジタル化の遅れが顕在

化し、県・市町村ともにDXへの迅速な

対応が求められています。行政サービス

の電子化はもちろん、庁内の業務効率化

においてもDXを推進するため、デジタル

ツールを使いこなせる職員を育成したい

と考え、今回のDX人材育成を開始する

に至りました。

DX推進リーダーの孤立を生まない工夫

上田：現在、大分県では県内の市町村とともにデジタル人材の育成に取

り組んでいます。Udemyの共同利用を市町村に対して推進していくべ

く、まずは県でUdemyを活用した学びのモデルを構築し、その事例を

情報共有して市町村でも始めやすい風土を作りたいです。

一連の取り組みの中で、県として育成を進めるDX推進リーダーは中核

となる存在です。県内の行政DX化をますます加速するた

めにも、DX推進リーダーたちが学びやすい環境づくり、

現場で成果を出せる仕組み作りを支援し、DX人材の確

保・育成を積極的に進めたいと思います。

市町村を巻き込み、県内全域でデジタル人材を育てたい

ユーデミー ビジネス

施策形成コースと業務改善コースの概要図

秦：これまで庁内の職級別の研修では、デザイン思考やマインド面の学び

も何度か実施しました。しかし、それを実業務にどう活かせばいいのかわか

らないという声が多数ありました。また、デジタルスキルやツールの活用に

関する研修も実績が少なく、デザイン思考などの考え方とデジタルツール

を関連させて学べる内容を求めていた経緯があります。先に大分市が職員

の育成にUdemyを活用しており、その取り組みを知ったときに「様々な

分野が網羅的に学べる方法として、Udemyはぴったりだ」と考えました。

上田：オンライン学習はスキマ時間に学べて便利な一方で、

個人が孤立しやすい傾向があります。研修を受けた次のス

テップとして「現場の業務に活かそう」と考えたとき、横の

つながりが作りづらい点が課題として挙がりました。そこで

庁内では、DX推進リーダーが孤立しないように掲示板型の

コミュニティを設置したり、外部のDX推進アドバイザーに

相談できる体制を整えながら学びを支援しています。

• 生成AIやKintone（キントーン）など、最新のDX関連ソリューションを活用して庁内業務のDX（業務の自動化や手続きの
オンライン化など）を推進するため、各ソリューションの概要や活用方法などを実践可能なレベルまで習得する。

• 習得したDXに関するデジタル技術を活用して、自らや所属内の業務改善等に取り組む。
業務改善コース

• ユーザー（県民）目線による施策形成を行うために必要なデザイン思考を学び、職場で実践するスキルを養う。 
• 所属にてリーダーシップを発揮し、ユーザー目線に立ちデータやデジタル技術等を踏まえ施策形成を行うスキルを養う。
• 習得したDXに必要な思考法及びデジタル技術を踏まえ、所属における施策形成及びその支援に取り組む。

施策形成コース

人事課との連携により研修のインセンティブを設計

生成AIについて学ぶ
ChatGPTの使い方入門
‐最新AIビジネス活用

プロンプトエンジニアリングでより
良い回答を得よう【2023年最新版】

IT技術の活用方法を学ぶ

今日からはじめる
デジタルトランスフォーメーション!
ITの基本からビジネストレンドまで

業務プロセス改善を考える
業務フロー作成講座：
業務改善やDXの第1步!

フローチャートによる業務可視化に
チャレンジ ～初心者向け～

Kintoneを活用した業務改善

ざっくり学ぶ、
kintone（キントーン）入門講座

DXの全体像をつかむ

「DXリテラシー標準」準拠
はじめてのデジタルトランス
フォーメーション入門

ツール活用

データリテラシーの第一步

Tableau Public 101

※どちらか選択

統計・分析手法

データ分析/データリテラシー
の基礎教養マスターコース

政策形成実践

データを活かした戦略的
ストーリーメイキング講座

EBPMの必要性

DX時代の
自治体データ活用基礎

～EBPMで仕事を進めるために～

デザインシンキングのファシリテート手法を学び・実践
ファシリテーター研修

デザインシンキングを学び・実践
デザインシンキング研修

DXに必要な情報収集手法
DX研修

【必須】 施策形成に必要なDXスキル・背景を学ぶ（Udemy）研修案

【必須】 デザイン思考を学ぶ･･･参加型研修

【必須】 業務改善に必要なDXスキルを学ぶ（Udemy）研修案

●

●

●

●

① 県民をユーザーとする「暮らしのDX」

② 県内事業者をユーザーとする「産業のDX」

③ 自治体自身を変革する「行政のDX」

④ 人材育成やデータ整備等「DXの推進基盤」




